
平成26年度授業シラバスの詳細内容平成26年度授業シラバスの詳細内容平成26年度授業シラバスの詳細内容平成26年度授業シラバスの詳細内容

授業コード授業コード授業コード授業コード C179701
科目ナンバリン科目ナンバリン科目ナンバリン科目ナンバリン
グコードグコードグコードグコード J31503

第第第第 1111 週週週週 ：：：：

第第第第 2222 週週週週 ：：：：

第第第第 3333 週週週週 ：：：：

第第第第 4444 週週週週 ：：：：

第第第第 5555 週週週週 ：：：：

第第第第 6666 週週週週 ：：：：

第第第第 7777 週週週週 ：：：：

第第第第 8888 週週週週 ：：：：

第第第第 9999 週週週週 ：：：：

第第第第10101010週週週週：：：：

電気設備と関連法規（JISほか）

前編のまとめと小テスト 小テスト

電気用品安全法

電気工事士法、電気工事業法

電気と関係法規（電源開発に関する法律ほか）

電気と関係法規（消防法、労働安全衛生法ほか） リポートの提出

電気事業法の目的・変遷と事業規制

・オリエンテーション
・日本と九州の電気事業の歴史　　・再生可能エネルギーについて

電気関係法規の体系、電力４法と法令の構成

○授業計画○授業計画○授業計画○授業計画

学修内容学修内容学修内容学修内容 学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）

授業の目的授業の目的授業の目的授業の目的

電気事業法を主として、電気関連法規の理解と電気工作物の設計・運用・管理および電気安全
に関する基本的な事項の習得を目的とする。
・また、昨年（H24年）の7月1日から施行された「電気事業者による再生可能エネルギー電気の
調達に関する特別措置法」について、我が国のエネルギー施策に係る法律の内容等の理解を

   促す。

授業の概要授業の概要授業の概要授業の概要

基本的にはテキストによる座学を中心に講義を進めていくが、電気技術者育成の観点から配電
設備や大学の受変電設備の見学を行い、更なる知識の習得を図る。

参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定
図書図書図書図書

関連科目関連科目関連科目関連科目 発変電工学、送配電工学

受講心得受講心得受講心得受講心得

教科書教科書教科書教科書
１）　電気法規・電気施設管理　H24年度版　（著：竹野正二、東京電機大学出版局）

  ２）　電気設備基準とその解釈　H23年度版　（東京電機大学）

電気エネルギーコース　選択必修 単位数単位数単位数単位数 2

履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また
は履修条件は履修条件は履修条件は履修条件

首藤　義博

科目名（英）科目名（英）科目名（英）科目名（英） 電気法規・電気施設管理（The laws relation to electricity）

担当教員名担当教員名担当教員名担当教員名

配当学年配当学年配当学年配当学年 カリキュラムにより異なります。 開講期開講期開講期開講期 前期

必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分



第第第第11111111週週週週：：：：

第第第第12121212週週週週：：：：

第第第第13131313週週週週：：：：

第第第第14141414週週週週：：：：

第第第第15151515週週週週：：：：

第第第第16161616週週週週：：：：

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】
・電気技術者としての基本的な法規に関する知識の習得。

【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ
ケーション】ケーション】ケーション】ケーション】

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】
・正しい歴史認識から未来展望を想像する。

備考備考備考備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】
・講義の内容をノートにきちんと記録する。　・レポートの提出期限を守る。

定期試験

授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

電気施設管理（２）

期末試験期末試験期末試験期末試験

電気施設管理（１）

視察（日本文理大高圧受電室、高低圧配電線）

電気設備基準（３） リポート提出

電気設備基準（２）

電気設備基準（１）



合計欄 100点

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他
（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等
（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

・レポートの内容から理解度、思考や創造性を評価する。

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 10点10点10点10点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チーム

で働く力」「前に踏み出す力」を含
む。

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
50点50点50点50点 20点20点20点20点

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他
（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
20点20点20点20点

○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等
（テスト）（テスト）（テスト）（テスト）

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等
（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）


